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融
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i
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時

論

捗
働
争
識
調
停
法
案
に
就
て

第
二
十
ニ
巻

(
第
二
梯

九

O
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論

批
労
働
争
議
調
停
法
案
に
就
て

河

田

嗣

頁R

内
務
省
批
曾
局
は
勢
倒
立
法
に
閲
す
る
事
業

ω
一
ご
し
て
、
労
働
組
合
法
案
を
作
製

f
る
ご
共
仁
、
ま
た
勢
働

捕
す
議
調
停
法
案
を
作
製
し
、
法
案
は
行
政
調
営
曾
の
審
議
修
正
を
経
て
、
今
回
議
曾
に
提
出
さ
れ
た

O

叫
労
働
組
合

法
案
己
守
議
調
停
法
案
己
の
問
に
は
、
直
接
な
る
内
容
的
関
係
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

そ
の
編
成
が
共
に
行

は
れ
る
に
至
っ
た
司
〕
己
は
・
勢
倒
立
法
の
進
捗
k
喜
ふ
べ
き
こ
己
、
い
は
ね
ば
な
ら
凶
。

法
案
に
就
い
て
見
る
仁
、
晶
子
議
の
調
停
は
或
一
仰
の
業
務
を
限
り
行
は
れ
ん
己
す
る
も
の
で
ゐ
っ
て
、
ト
蒸
気
又

は
電
気
持
他

ω動
カ
を
使
用
す
る
餓
道
軌
道
一
久
は
船
舶
に
依
h
，
R

公
衆
の
需
要
に
隠
す
O

運
輸
業
、
仁
会
衆

ω用
μ

事
供
す
る
郵
便
電
話
回
又
は
電
話
の
事
業
、
臼
一
公
衆
の
需
要
に
隠
す
白
水
道
電
気
又
は
兎
斯
供
給
の
事
業
、
四
第
ト



競
乃
至
第
三
磁
の
事
業
に
電
気
を
供
給
す
る
事
業
に
し
て
其
休
止
が
第
一
焼
乃
至
第
三
時
抗
の
事
業
の
進
行
を
著
L

〈
阻
害
す
る
も
の
、
国
比
九
一
他
公
衆
の
日
悦
生
活
に
直
接
闘
一
怖
ゐ
る
事
業
仁
し
て
勅
令
を
以
て
定
り
る
も
の
、
刈
陸

軍
又
は
一
海
中
早
川
り
直
結
白
に
か
、
る
兵
器
舷
船
の
製
造
修
理
の
事
業
に

Lτ
勅
令
を
以
て
定
む
る
も
の
(
第
一
僚
第
一

項
)
を
以

、
共
の
範
闘
ご
せ
ん
と

L
工
居
る
。
卸
ち
此
等
は
所
調
会
復
的
な
佐
賀
を
帯
び
党
事
業
及
び
軍
事
仁

関
係
ゐ
る
事
業
で
あ
っ
て
、
夫
等
が
た
ご
へ
借
利
曾
枇
の
事
業
ご
し
て
行
は
る
、
ご
も
、
此
等
の
事
業
に
於
て
勢

働
mv議

ω生
や
る
際
に
は
、
之
を
公
盆
上
よ
b
見
る
も
、
叉
軍
事
上
よ
り
見
る
も
、
迷
か
に
平
和
的
に
解
決
の
行

は
れ
る
を
可

t
し
叉
必
要
正
す
る
所
か
ら
、
先
づ
此
等
の
事
業
範
園
内
に
於
り
る
守
議
に
閥
[
て
調
停
の
行
は
れ

る
こ
正
、
せ
ん
ご
す
る
の
で
あ
る
。

法
案

ω
定
U
る
所
に
よ
れ
ば
、
此
等

ω事
業
に
於

τ勢
働
命
議
凶
俊
生
し
た
る
正
き
は
、
行
政
符
腿
は
常
事
者

の
請
求
に
依
ム
リ
調
停
委
員
曾
を
附
設
す
る
を
得
る
も
の
ご
し
、
叉
常
中
者

ω請
求
な
き
場
合
ピ
い
へ
H

と
も
行
政
官

臨
に
於

τ必
要
あ
h
ピ
認
め
た
る
己
主
は
、
同
じ
〈
調
停
委
員
曾
を
開
設
す
る
を
得
る
も

ω
z
Lて
尉
る
o

然
る
に
法
案
は
な
は
上
に
掲
げ
た
や
う
な
事
業
以
外

ω
4業
に
於

τも
、
賞
事
者
隻
方

ω請
求
が
あ
れ
ば
、
行

政
官
鹿
は
制
停
委
員
曾
を
糊
設
す
る
-
て
己
を
得
る
も
の

t
L、
従
て
挟
案
の
定
む
る
所
で
は
、
調
停
は
己
も
か
〈

一
般
的
に
行
は
れ
る
を
得
る
も
の
ご
し
て
届
る
的
で
あ
る
。
た
い
・
共
の
行
は
れ
る
に
就
い
V
一

1
、
法
案
仁
列
血
中
吾
れ

た
る
事
業
仁
於
り
る
守
議
な
ら
ば
、
嘗
事
者

ω
請
求
ゐ
る
に
よ

h
、
叉
そ
の
請
求
な
〈
ピ
も
行
政
行
聴
が
之
を
必

時

歯

掛
働
手
議
拘
件
法
案
に
就
て

第
二
十
二
審

部

披

九
]
)

=一C
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齢年

諦

祉
部
働
争
議
問
停
法
議
に
就
て

第
二
十
二
容

jf> 

観

カa

O 
山，、

要
己
訟
的
た
る
場
合
に
は
、

調
停
委
員
曾
が
附
悩
ぜ
も
れ
る
げ
れ
い
と
、

其
他

ω事
業
に
山
つ
て
は
、

た
uv
常
事
者

双
方

ω請
求
ぬ
る
場
合
に
限
b
拘
置
伴
委
員
曾
を
開
催
4
る
も

ωご
し
て
、

両
者
間
内
同
別
を
つ
け
て
居
る

ωで
ゐ

る
o

枇
命
H

局
作
製

ω原
案
に
は
た

v
列
胸
中
3
H
H

仕
る
叩
州
知

ω事
業
に
於
け
る
品
市
議
に
閲
L
て
の
み
調
停
の
行
以
机

得
る
も
内
ご

L
で
あ
っ
た
が
、
後
仁
行
政
調
査
曾

ω修
正
に
よ
り
、

列
車
以
外
山
事
業
仁
於
工
も
賞
事
者
双
方
り

請
求
あ
れ
ば
制
停
委
員
曾
は
開
設
ゼ
ら
れ
符
る
も
の
ご
せ
ら
れ
た
ゃ
う
で
あ
る
。

相
川

τ之
に
就
い
て
考
へ
る
に
、

争
議
常
事
者
双
方

2
A思
が
合
致
し
て
調
停
を
請
求
す
る
場
合
に
調
停
委
員
曾

鴬
事
者
双
方
が
之
を
希
却
す
る
が
故
仁
然
か
ゼ
ら
れ
る
も
り
な
れ
ば
、
物
別
問
題
己
な
る

の
開
設
せ
ら
れ
る
は
、

唱

今
た
ど
へ
共
事
業
が
直
接
に
長
谷
及
軍
捕
仁
関
係
の
ゐ
る
功
業
な
れ
ば
己
て
、
常
事
者
の
一
方

の
み
山
請
求
め
る
に
依

τ調
停
委
員
曾
が
開
設
せ
ら
れ
た
り
、

又
嘗
一
事
者
の
請
求
は
は
い
の
仁
、

k
u
v

行
政
官
凪

識
が
生
喧
ざ
る
を
得
な
い
。
郎
も
賞
山
明
者
り
一
方

ωみ
の
請
求
め
る
に
似
て
調
停
奈
良
合
一
炉
開
設
せ
ら
れ
右
場
合

に
於

τ必
一
決
ゐ
h
ノ
己
認
め
れ
ル
る
に
り
で
、
調
停
委
員
食

ω
附
設
せ
ら
れ
た
り
す
る
場
合
に
就
い
て
は
、

楠
々
の
疑

-
M
T
晶、
l

l

 
相
手
方
に
る
骨
師
事
者
叫
そ
り
請
求
主
持
さ
V

る
に
守
内
叫
が
謝
礼
特
に
附
せ
ら
れ
る
の
に
か
ら

そ
れ
は
相
手

方
わ
仏
る
世
制
説
者
仁
取
り
て
は
、

一
稀
の
強
制
調
停
は
る
性
民
十
帯
ぷ
る
ミ
正
、

ωら
t
d

る
を
得
な
い
。
止
し
て
蛍

事
者
何
れ
も
そ
の
請
求
を
刊
却
さ
い
・
る
じ
行
政
府
H

燃
が
之
を
必
要
ご
認
む
る
に
依
り
調
停
委
員
命
日

ω
附
設
せ
ら
れ
る

場
合
に
は
、
首
謀
者
双
方
に
取
っ
て
事
件
は
強
制
訓
停
附
ぜ
ら
れ
号
、
官
、
な
る
o

斯
か
る
出
制
調
停
に
闘
し



t
j
M

労
働
府
市
議
の
常
事
者
は
換
し

τ如
何
に
之
を
見
品
川
。

多
〈
め
場
合
に
於
C
持
川
削
守
議
は
労
働
品
北
側
が
或
制
り
新
仁
な
る
要
求
士
一
艇
よ
↓
側
に
持
か
り
る
か
、

き
な
〈
以

従
来
的
労
働
僚
件
を
維
品
ゼ
ん
銭
的
仁
嬰
米
を
山
M
J

，hr
で
め
っ

F1

大
川
叫
心
妙
仙
北
仰
が
杭
析
的
に
働
き
か
け
る

方
で
、

使
用
者
側
は
消
版
的
じ
受
身
に
立
つ
山
下

L

め
る
。

仰は

τ今
F
員
。
一
叫
与
が
F
T
文
υ
J

，
一
倍
ハ
円
犯
人
プ

k
叫
し

i
上

1
4
ノ

r
一
口

F

レ

l
f
t
j
』

i
E
レ

i
l
l

れ
る
場
合
に
は

使
川
者
側
は
之
を
蚊
迎
す
る
側
に
立
t
，
叫
労
働
者
側
は
伶
b
之
を
喜
ば
な
い
、
山
中
怖
に
在
る
-
}
ぐ
」
が

多
数

ω場
合
で
め
ら
う
。
h
厄

B
-
E
k
q
}
h
困じ、
J

J

h

J

1

J

3

一夕、

i
ι
J
一¥
1
f
支、

1
4汁
斗
一
点

H
U
川辺可

3
7
ヘ
r
f
F
L
H
も
-
1
1
b
j
・d

乙

7

b

ヲ
ピ
的
少
な
い
r
る
べ
き
は
惣

品
開
し
日
剤
、
古
所
で
め
る
G

又
砕
同
市
中
者
的

一
方
が
訓
停
を
a
川
求
す
る
場
合
に
つ
レ
て
も
、

使
川
者
側
が
そ

ω
訪
い
山
市
者
に

る
場
人
口
的
多
〈
し
工
、
労
働
者
側
一
一
炉
是
的
前
ukA
柿
た

ι場
合

ω
少
川
る
ぺ
き
も
、
容
坊
に
州
出
品
開
!
判
る
所
で
み

る
。
此
の
場
合
に
も
亦
例
外
的
じ
は
辿
山
町
中
仙

ω
右
す
る
こ
正
ゐ
る
べ
き
は
訓
ム
迄
も
な
い
。

き
れ
ば
Aγ
上
に
辿

べ
た
や
う
な
意
味
に
於
工
一
一
利
め
強
制
訓
停
り
行
は
れ
る
に
つ
じ

1
、
EJ
を
喜
ば
中
之
を

rn姉、乙
f
叉
~
小
砂
川
正
寸

る
考
山
起
り
日
剖
い
の
は
‘
多
〈
り
場
合
帆
芳
一
川
者
側
た
る
ぺ
き
は
一
棋
な
一
一
吉
所
℃
ゐ
ゐ
G

共
事
は
之
eT
現
附
内
必
資
閥

係
一
般
的
航
路
よ
h
推
『
も
正
仁
然
る
べ
き
一
助
ご
見
得
ら
れ
る
o

印
も
労
働
者
は
折
角
川
γ
働
僚
件
吋
維
持
改
持
等
川
り
ー
錦
め
に
使
則
者
に
要
求
を
釘
仁
て
其
山
結
県
守
議

ω
川崎つ

τ

居
る
際
に
、

そ
れ
が
使
川
者
側
凶
意
思
に
よ
っ

τ訓
停
に
附
せ
ら
れ
た
り
、

市
〈
は
行
政
点
取
ゆ
江
川
心
に
よ
っ
て
判

停
に
附
せ
ら
れ
允
、
り
す
る
に
於
て
は
、
折
品
川
戦
は
ん
正
す
る
砕
を
折
ら
れ
い
た
り
・
要
求
す
ぺ
き
仁
け
の
M

古
川
恥
を
十

叫与

論

批
宵
倒

mv九
州
訓
此
げ
叫
案
に
就
て

弟
二
十
ニ
を

''-ii~ 

ブL

) 

仁1

旬品川せう



時

論

肱
宵
働
争
議
開
停
訟
案
に
就
て

第
二
十
ニ
巻

{
第
二
都

九
四
)

=一Oλ

品
川
仁
要
求
し
得
5
る
こ
正
、
な
る
べ
き
を
恐
れ
た
り
す
る
所
か
ら
、
多
〈
の
場
合
に
於
て
調
停
を
喜
は
ま
る
ニ
芭

、
な
ら
ぎ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
従

τ
か
、
る
一
綿
の
強
制
調
停
に
掛

Lτ
は
、
之
を
不
嘗
ピ
見
、
場
合
に
よ

つ
て
は
そ
れ
は
勢
働
者
ゆ
樺
刺
を
制
限
す
る
も
の
Z
し
て
、

か
、
る
制
度
を
不
都
令
ピ
恩
は

g
る
を
得
な
レ
事
情

に
在
る
。

運
輸
事
業
や
通
信
事
業
や
水
道
元
新
電
気
等
の
供
給
事
業
や
は
、
在
接
に
日
公
衆
一
般
の
生
活
に
剛
係
L
、
公
益

的
性
質
に
富
む
事
業
た
る
に
は
相
違
な
い
が
、

3
れ
ば

t
1
、
此
純
の
事
業
仁
従
事
す
る
労
働
者
は
、
其
の
勢
働

保
件
等
に
つ
い
て
要
求
し
得
べ
き
所
を
も
要
求

t
符
べ
か
ら
や
'
t
せ
ら
れ
る
筈
は
な
〈
、
融
労
働
者
£

L
て
有
す
る

権
利
に
豆
つ
て
は
、
他
の
省
通
の
事
業
に
於
り
る
古
巣
な
る
理
由
は
な
い
の
ピ
か
ら
、

き
う
し

τ叉
軍
事
関
係
の

事
業
の
叫
労
働
者
も
亦
岡
械
に
か
ら
、
今
斯
か
る
事
業
に
従
事
す
る
の
放
を
以

τ、
一
舗
の
強
制
制
停
に
服
せ
ざ
る

ぺ
か
ら
t
d
る
こ
記
、
鋳
る
に
於

τは、
そ
は
甚
L
〈
他
の
事
業
に
従
事
す
る
拙
労
働
者

4
b
も
不
利
|
|
少
〈
ご
も

権
利
の
制
限
せ
ら
れ
た
る
地
位
に
立
た
せ
ら
れ
る
も
の
正
し
℃
、
之
を
不
満
正
せ
古
る
を
待
ざ
る
次
第
で
あ
る
。

労
働
者
が
労
働
健
件
の
維
持
改
善
其
他
ξ
の
境
地

ω改
善

ω縛
め
に
要
求

L
得
る
所
の
檎
利
は
荷
も
妙
働
者
た
る

限
b
賞
然
に
有
す
る
磁
利
で
、
謂

-uv労
働
者
の
根
本
様
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
椴
利
が
事
業
の
性
質
に
依
て
制
限

せ
ら
れ
る
筈
は
な
い
。
従
て
今
か
、
る
公
盆
的
及
軍
事
関
係
事
業
の
み
を
他
吉
鼠
別
し
て
、
之
仁
従
事
す
る
労
働

者
に
限
h
、

一
穫
の
強
制
的
な
る
等
議
調
停
制
仁
服
せ
し
め
ん
正
す
る
は
、
不
晶
画
な
ら

F
る
を
得
な
い
ピ
考
へ
る



き
れ
ば
勢
働
者
側
よ
b
い
へ
ば
、
労
働
屈
す
議
の
調
停
に
閲
し
て
、

わ
い
ご
へ
事
業
が
如
何
な
る
輔
類
的
事
業
た
る

次
第
で
あ
る
。

に
せ
よ
、

ぜ
も
か
〈
も
強
制
調
停
は
融
労
働
者
ピ

Lτ
飽
迄
排
斥
せ
な
け
れ
ば
な
ら
同
ピ
す
る
考
の
存
す
る

u、
否

み
難
い
所
で
あ
る
。

労
働
者
中
に
在
っ
て
も
刷
合
主
義
的
見
地
を
有
す
る
者
に
至
つ
て
は
、
強
制
的
調
停
な
る
ぜ
否
正
に
拘
ら
十
一

概
に
融
労
働
争
議
の
調
停
制
度
そ
の
も
の
を
否
認
し
初
斥
す
る
態
度
を
持
し
て
居
る
。
郎
も
そ
の
翻
る
所
を
以
て
す

れ
ば
、
現
時
の
資
本
主
義
的
企
業
制
の
下
に
在
つ
て
は
、
努
働
者
三
資
本
主
ご
は
到
底
利
害
の
一
致
せ
な
い
も
の

で
あ
っ
て
、
叫
労
働
僚
件
其
他
に
つ
い
て
一
陶
者
聞
に
協
調
的
な
和
合
を
見
出
Z
ん
ニ
ご
は
到
底
不
能
事
で
ゐ
る
。

3

れ
ば
今
調
停
仁
依
っ
て
守
議
を
和
解
せ
し
め
ん
ピ
す
る
は
徒
勢
の
こ
ピ
た
る
に
過
ぎ
す
、

か
、
る
袋
協
は
雨
者
問

に
何
等
か
の
共
通
の
利
害
あ
っ
て
甫
め
て
行
は
れ
得
べ
き
こ
古
で
ゐ
る
の
に
、
勢
資
聞
に
は
岳
、
の
共
通
な
る
プ
-7

ッ
ト
ホ

1
ム
が
な
い
の
だ
か
ら
、
双
方
歩
み
寄
'
り
で
手
を
打
つ
吋
き
除
地
は
存
せ
な
い
O

輔
労
働
者
は
資
本
主
企
業

家
に
劃
し
て
は
た
い
経
蹴
倒
的
に
戟
を
匁
す
べ
き
の
み
で
ゐ
っ
て
、
戦
ふ
古
い
ふ
こ

Z
は
郎
も
券
働
者
の
境
過
を
改

時

歯

勢
働
争
議
開
停
法
案
に
就
て

第
二
十
二
審

(
第
ニ
騨

丸
宣
)

三

O
九

善
す
ぺ
き
唯
一
の
道
で
あ
り
、
叉
勢
働
者
が
企
業
家
に
謝
し
て
戦
ふ
古
い
ふ
こ
Z
に
依
て
の
み
現
時
の
資
本
主
義

的
企
業
制
は
漸
次
に
改
厳
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。

き
れ
ば
そ
の
戦
を
未
然
に
防
い
に
り
叉
之
を
妥
協
的
に
和

解
せ
し
め
ん
古
す
る
調
停
制
は
た
い
γ

一
時
を
糊
塗
す
る
も
の
た
る
以
外
の
数
呆
を
有
す
る
も
の
で
な
〈
、
然
か
も



そ
の
一
時
的
な
る
繍
縫
策
が
、
勢
働
者
の
勉
め
に
は
段
々
北
(
の
戦
闘
カ
吉
戦
闘
意
思
正
を
刻
む
る
倒
を
錫

L
、
や

怯~

由

持
働
争
議
醐
停
悼
集
に
就
て

第
二
十
二
審

第

枕

九
六
)

O 

が
て
英
の
域
過
に
安
住
せ
し
h
u

る
併
眠
州
ご
な
っ
て
し
ま
う
爆
が
ゐ
る
さ
い
ふ

2
rあ
る
。

hr
、
る
見
地
は
岡
よ
ふ
り
現
今
ゆ
品
労
働
者
一
般
が
之
を
・
快
い
て
居
る
わ
り
で
は
な
〈
、

勢
働
者
中
仁
は
随
分
争
議

調
停
制
度
を
是
泌
す
る
も
の
も
あ
り
、
叫
労
働
組
合
の
如
き
に

t
て
も
此
的
制
度
を
是
認
し
之
を
運
用
す
る
立
場
に

在
る
も
の
も
ゐ
品
。
品
川
し
之
を
一
般
的
に
い
っ
て
、
同
"
し
争
議
制
停
制
に
し
て
も
、
融
労
働
者
自
ら
進
む
で
之
を
論

求
す
る
場
合
の
外
、
他
よ
り
強
制
的
に
争
議
eT
制
停
に
附
す
る
制
度
に
到
し
て
は
、
反
射
な
る
態
度
を
持
す
る
傾

向
り
強
い
こ

t
rげ
は
、
ナ
合
み
難
い
所
で
あ
る
。

我
が
労
働
争
議
訓
停
法
案
に
関
し
て
も
、

右

ω意
味
hr
ら
し
て
、

た
ご
へ
会
徒
的
指
業
及
軍
事
聞
係
に
限
ら
れ

た
り
ピ
は
い
へ
、

手
議
が
二
仰
の
強
制
調
停
に
附
せ
ら
れ
る
定
め
な
る
こ
ピ
に
針

ιて
は
、

抽
労
働
者
側
仁
は
多
〈

の
反
針
意
見
あ
る
べ
き
を
思
は
な
く
て

な
ら
一
的

ωで
あ
る

U

提
案
さ
れ
た
る
労
働
窃
議
制
停
法
案
は
、

一
郎
山
強
制
調
停
制
を
山
止
め
ん
ご

L
L
尉
る
が
、
尤
も
そ
的
強
制
は

事
件
を
調
停
に
附

f
L
や
弔
円
ゃ
に
つ
い

τ、
金鉱山-』
H

い
ぞ
常
山
引
者
山
意
思

ω
み
に
は
一
会
か
せ
な
い
で
、

戎
mm
の
事

業
に
闘
し
て
は
訴
事
者
一
方
的
お
忠
山
み
に
依

τも、
叉
行
政
行
肱
の
お
川
山
に
依
コ
て
も
之
を
調
停
仁
附
[
一
、
調



停
委
員
曾
恥
-
開
設
す
る
ニ
ピ
あ
る
べ
L
Z
V
ム
に
過
ぎ
な
い
1

0

的
ち
調
停
の
強
制
が
或
場
合
に
行
は
晶
、
こ
芭
ゐ

る
4
2を
定
め
ん
ぜ
す
る
も
の
で
あ
る
。

然
ゐ
に
強
制
調
停
ご
い
ム
中
に
は
、
此
〈
柁
い

Y

事
件
を
強
制
的
に
調
停
に
附
す
る
ご
い
ふ
以
外
に
、

H 
Z聞
停

に
附
し
た
る
以
上
は
其
的
調
停
委
員
曾
の
定
酌
た
る
調
停
俊
市
引
金
も
強
制
し
、
賞
事
者
は
脈
融
腿
な
し
に
之
に
服
従

し
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
制
皮
ご
司
る
守
』
ピ
も
考
へ
得
ら
れ
る
。
卸
も
調
停
を
ば
市
聞
の
裁
判
的
の
も
の
ピ
な

L
.
調

停
俺
間
引
に
よ

ι裁
決
を
以

τ事
件
を
ば
裁
判
的
に
解
決
す
る
制
度
で
わ
る
u

き
う
し
て
強
制
調
停
制

t
レ
へ
ば
、

期
〈
の
知
(
事
件
を
調
停
に
附
寸
品
こ

t
h級
制
的
な
れ
ば
‘
叉
之
を
調
停
僚
項
に
服
従
せ
[
む
る
こ
ご
も
強
制

的
な
品
に
於
て
甫
め
て
完
全
な
る
強
制
々
皮
た
ち
得
る
も
の
ご
見
て
差
支
な
い
I

。

併
し
此
〈
の
如
く
事
件
が
調
停
に
附
せ
ら
れ
る

ζ
E
も
、
叉
そ
の
調
停
保
項
も
、
共
に
強
制
的
に
行
以
れ
る
こ

=
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
最
早
和
解
で
も
な
げ
れ
ば
居
中
調
停
で
も
な
く
、
賞
質
的
口
は
強
制
裁
判
た
る
に
外
な
ち

ぬ
0

3
れ
ば
叫
労
働
争
議
仲
裁
々
判
に
ゐ
ら
ざ
る
限
b
、
開
停
制

t
L
て
此
か
る
強
制
を
行
ふ
べ
き
性
質
の
も
の
で

は
な
V
Q

調
停
正
し
て
は
た
正
へ
事
件
を
或
場
合
に
限
10
又
は
一
般
的
に
強
制
的
に
調
停
に
附
す
る
に
し
て
も
、

時

論

持
働
争
議
調
停
法
案
に
就
て

第
二
十
=
巻

第

親

九
中
ぃ
)

「…

調
停
機
闘
に
於

τ定
め
た
る
調
停
保
現
に
服
す
る
正
否
・
と
は
、
之
を
係
守
常
事
者
の
自
由
意
思
仁
委
か
す
こ
ど
、

L
、
強
制
し
な
V
の
が
昔
過
で
あ
る
。
た
uy
仲
裁
々
判
仁
在
う
ー
は
、
そ
が
元
来
裁
判
た
る
性
質
の
も
の
で
あ
る

か
ら
、

一
旦
事
件
が
之
に
か
け
色
れ
た
る
以
上
は
、
そ
の
裁
判
は
常
然
に
強
制
せ
ら
る
べ
き
b
の
で
あ
っ
て
、
其



"を

描

掛
働
争
議
問
符
広
案
に
就
て

第
ニ
十
二
審

第

続

丸

λ
)

一
一一

駄
が
調
停
百
異
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
の
代
b
裁
判
は
公
法
的
の
も
り
仁
あ
ら

F
る
限
・
り
は
.
事
件
を
強
制
的

に
裁
判
仁
附
す
品
噂
』
E
な
〈
、

私
法
的
な
所
謂
民
事
裁
判
に
在
つ
て
は
、

事
件
を
裁
判
に
か
け
る
か
否
や
は
賞
事

者
の
意
思
に
待
?
』
正
、

L

た
v
そ

ω意
思
が
常
事
者
一
方
の
意
思
で
あ
れ
ば
よ
い
芭
す
る
が
普
通
で
ゐ
品
。

労
働
じ
闘
す
る
仲
裁
々
判
じ
て
も
大
健
に
於
一
1
之
に
則
る
べ
き
は
勿
論
で
あ
る
。

所
で
今
我
闘
で
問
題
に
な
っ
て
居
る
の
は
、

叫
労
働
仲
裁
々
判
制
で
は
な
ぐ
、
調
停
制
度
た
る
に
地
ぎ
曲
。

き
う

し
て
調
停
で
あ
る
限
り
は
、

そ
の
調
停
の
数
山
棋
は
裁
判
上
の
和
解
の
行
は
れ
る
も
の
正
錯
す
が
普
通
で
あ
る
炉

ら
、
調
停
機
闘
の
決
定
す
る
所
は
勿
論
判
決
た
る
放
カ
を
有
せ
A
V
・
辛
に
し
て
調
停
成
立
す
れ
ば
和
解
の
由
来
上

っ
た
も
の
ぜ
な
b
、
た
正
へ
調
停
僚
項
は
定
ま
る
古
も
、
常
事
者
の
双
方
又
は
一
方
が
之
に
服
し
な
け
れ
ば
、
調

停
は
不
成
功
に
終
り
和
鮮
の
成
立
せ

5
る
も
の
ご
な
る
外
は
な
〈
、
調
停
機
関
三

Lτ
之
を
常
事
者
に
強
制
す
ぺ

ミ
C

権
能
は
認
め
ら
れ
な
い
。
此
の
意
味
に
於

τ制
停
機
闘
は
一
一
仰
の
和
解
機
闘
で
あ
る
。
労
働
宰
議
に
闘
し
て
も

和
解

(noE一
笠
宮
ロ
)
は
卸
ち
蛍
事
者

ω
み
の
直
接
交
渉
(
ロ
内
向
。
去
号
ロ
)
に
よ
っ
て
も
成
立
ち
得
る
が
又
居
中
調
停

(
B
E
E
Sロ
)
に
依
つ

τも
成
立
も
得
る
。
併
[
居
中
調
停
は
そ
が
和
解
的
調
停
た
る
限
り
所
謂
仲
裁
(
同
耳
目
民
O
ロ)

ご
は
異
な
れ
る
も
の
で
、
雨
者
は
そ
の
機
関
山
別
々
な
る
べ
き
筈
の
も
の
で
あ
る
。

我
が
守
働
守
議
調
停
法
案
に
よ
れ
ば
、
調
停
は
原
則
ご
し
て
調
停
委
員
品
開
閉
曾

ω日
よ
b
十
五
H
内
に
号
的
手

績
を
結
丁
す
べ
き
も
の
正

L
、
場
合
じ
よ

b
之
を
延
長
す
る
合
得
る
も
の
ご
し
て
居
る

。
(
第
九
僚
及
第
十
俊
)
き



ラ
し

τそ
の
手
続
の
結
了
し
た
る
場
合
に
於
て
は
調
停
委
員
曾
は
，
ぞ
の
期
末
を
行
政
官
癒
に
報
告
す
る
を
要
す
る

も
の
芭
す
る
O

(
第
十
六
僚
第
一
一
頃
)
所
で
今
ア
イ
の
手
総
の
粘

I
Z共
に
努
働
守
議
が
解
決
す
れ
ば
問
題
は
磁
ら
な

いV
が
、
若
し
努
働
9
・
議
解
決

f
る
に
王
ら
な
か
っ
た
己
主
は
、
闘
停
委
員
曾
は
そ
の
報
告
に
委
員
曾
の
決
議
せ
る

守
議
調
停
案
及
ぴ
之
に
閲
す
る
少
数
意
見
を
表
示
す
る
合
要
す
る
定
め
に
な
っ

τ居
る
。
(
第
十
六
僚
第
二
柄
引
)
向

又
行
政
官
腐
は
右

ω被
告
を
受
け
た
ら
ば
そ
の
報
告
り
要
旨
を
公
表
す
吋

L
E
し
て
居
る
。
但
L
労
働
命
議
解
決

し
た
る
場
合
に
於
て
笛
謀
者
一
方

ω叫
措
定
し
た
る
委
員
会
員
が
議
め
反
封
の
意
思
を
表
示
し
た
る

F
き
は
此
限
に

あ
ら
十
O

(

第
十
七
僚
)

き
れ
ば
法
案
に
よ
れ
ば
、
調
停
委
員
の
調
停
に
依

τ窃
議
が
解
決
す
れ
ば
よ
い
が
、
若
L
解
決
L
な
か
っ
た
場

九
日
に
は
、
制
停
委
員
官
官
し
て
は
常
事
者
に
劃
し
て
は
英
上
斜
し
得
べ
き
所
な
〈
、

た
ャ
そ
の
決
議

L
党
調
停
案

正
之
に
闘
す
る
少
数
意
見
ご
を
行
政
宵
邸
に
報
告
す
る
を
要
す
る

ωみ
で
あ
る
o

き
う
し
て
行
政
宵
感
は
制
停

ω

成
h
立
た
な
か
っ
た
場
合
に
は
‘
調
停
委
員
曾
か
ら
の
報
告
は
必
宇
そ
の
要
旨
を
-
公
表
す
べ
き
定
め
で
あ
る
か

ι 

つ
ま
b
制
停
の
成
り
立
た
な
か
っ
党
際
に
は
、

そ

ω
調
停
岨
是
正
少
数
意
見
t
が
世
に
公
表
さ
れ
る

rけ
の
こ

一…日ν…れヤ

E
で
、
謂
は
V
世
間
を
L
E
-公
平
に
之
仁
つ
い
1
1
考
へ
[
め
、
こ
れ
.
に
け
骨
を
折
っ
た
が
調

L

件
以
戚
・
り
立
に
な
か

っ
た
、

成
り
立
つ
の
が
無
理
か
成
り
立
た
な
か
っ
た

ω
が
無
理
か
今
年
仁
考
へ

τ貰
ひ
た

νzν
ふ

rげ
の
こ
正

lIl' 

前

捗
働
明
議
開
停
訟
案
に
説
て

都
二
十
二
笹

(
第
一
一
腕

合
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
ゐ
る
o



時

諭

捗
働
争
議
開
停
法
案
に
就
て

部
-
一
十
三
巻

(
俸
ニ
腕

一0
0
)

四

品
。
L
よい
i

-

}

正
仁
な
う
て
居
る
勤
は
、

調
停
上

ω決
定
を
賞
品
者
に
拳
[
て

5
申
I
F

勢
働
者
に

斯
〈
法
案
に
於

τ‘

官
事
者
ご
[
て
の
勢
働
者
側
は
之
を
欲

t
な

ν場
合

取
っ
て
は

I
1
4
P
J
'
-
司同叩唱叶担卜主巨巴

制
停
が
肱
低
帥
越
の
如
〈
岬
穆
惜
由
申
附
N何
刊
仁
開

μhH
斗刊‘

t

や

λ
品
戸
惑
が
山
梨

に
で
も
事
件
が
調
停
に
附
せ
ら
れ
る
制
度
を
英
の
数
川
市
に
於

τ多
少
緩
和
す
る
-
』
主
に
な
っ

τ

〈
に
な
る
次
第
で
あ
る
o

従
て
事
件
こ
そ
調
停
仁
附
せ
ら
れ
て
も
、
嘗
事
者
は
調
停
案
が
気
に
入
ら
な
け
れ
ば
之

を
拒
絶
す
る
を
得
る
自
由
を
布
す
る
か
ら
、

之
が
鴨
川
め
に
、

主
張
す
べ
き
機
利
を
若
L
〈
制
限
せ
ら
れ
た

h
、
要

求
す
ぺ
吉
利
盆
を
若
L
〈
抑
へ
ら
れ
た
り
す
る
恐
は
な
〈
な
あ
わ
り
で
あ
る
。

り
れ
ど
も
之
を
勢
働
者
側
か
ら
い

1

へ
ば
、

事
件
を
調
停
に
附
す
る
ご
い
ふ
こ

Z
自
憶
が
、

そ
の
要
求
の
貰
徹
特
じ
は
勢
働
運
動
上
都
合
よ
か
ら
ぬ
や

う
な
場
合
も
あ
る
こ
正
、

前
に
述
べ
杭
補
地
h
で
あ
る
炉
ら
、
調
停
案
の
強
制
こ
そ
な
け
れ
・

柁
uv

そ
れ
が
無
い
ぜ

L

1

ら
主
争
る
逃
惑
を
見
れ
る
ニ
正
に
は
な
り
得
な
い

Z
考
へ

レ
ふ
た
り
で
調
停
の
強
制
の
行
は
れ
る
ご

ν
ふ
ニ
ィ
t

古

F
コ

主

ら
れ
い
る
の
で
あ
る
。

調
停
が
進
行
し
っ
、
ゐ
る
期
間
に
於
り
る
常
事
者

そ
こ
で
問
題
は
一
奥
じ
側
じ
て
、

守
議
が
調
停
に
附
せ
ら
れ
、

g

加
へ
ら
れ
る
や
ご
い
ふ
時
閉
じ
於

τも

そ
れ
ご
も
比
(
閑
是

ω自
由
に
制
限
カ

の
行
動
の
自
由
が
保
持
せ
ら
る
、
ゃ
、

B
i
-
-
r
-
b
r守
工
〈
エ
る
。

友
は
れ
て
噛
却
さ
と
を

4

?
?
し
て
此
蜘
に
閲
し
て
も
同
じ
〈
争
議
山
常
事
者
な
が
ら
、
労
働
者
の
戚

守
る
利
害
は
使
用
者

ω成
守
る
所
よ
h
も
一
府
痛
切
な
ら
ぎ
る
を
得
す
・
従
て
問
題
的
意
義

ω電
心
は
や
は
h
労

働
者
側
に
落
ち
来
ら
ぎ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。



一一一

勢
働
崎
市
議
調
停
法
案
第
十
九
僚

ω規
定
に
よ
れ
ば
、
上
に
掲
げ
た
る
運
輸
業
、
通
信
業
其
他

ω百
位
盆
的
事
業
及

軍
事
閥
係
事
業
に
於
け
る
労
働
害
議
に
閲
し
て
調
停
委
員
曾
り
同
開
設
せ
ら
る
べ
き
通
知
が
行
政
官
鵬
よ
b
守
議
の

嘗
富
市
者
双
方
に
劃
し
て
縛
さ
れ
た
る
4
き
は
、
綱
引
に
共

ω守
議
に
闘
係
な
き
者
は
‘
手
の
調
停
の
手
縦
が
終
了
す

る
迄
は
左
に
掲
「
る
目
的
を
以
て
其
争
議
に
関
係
ゐ
る
使
用
者
又
は
勢
働
者
を
糊
誘
す
る
-
』
子
宮
得
ぎ
る
も
の
己

な
っ
て
居
る
。
左
に
掛
向
、
品
目
的
ご
は
『
使
用
者
を
し
て
労
働
争
議
に
閲
!
作
業
所
を
閉
鎖
し
作
業
を
中
止
L
雇

傭
闘
係
を
破
棄
[
又
は
民J
抽
労
務
醐
削
減

ω申
込
を
恒
絶
せ
し
む
る
こ
ど
、
二
叫
労
働
者
の
集
闘
を
し
て
労
働
守
議
に
闘

し
労
務
を
中
止

L
作
業

ω進
行
を
阻
害
し
雇
傭
闘
係
を
破
棄
L
又
は
雇
傭
総
綴
の
申
込
を
短
絡
せ
し
な
る
-
』
ご
で

あ
る
。是

じ
悶
て
似
れ
い
は
.

法
案

ω規
定
す
る
所
は
、
守
議
が
調
停
に
附
せ
ら
れ
た
以
上
は
、

そ
の
予
縦
が
終
了
す
る

ま
で
は
争
議
の
直
接
な
る
嘗
謀
者
以
外
の
者
は
、
使
用
者
側
に
艶

L
て
ロ
ッ
ク
ア
ク
ト
を
錯
す
ぺ

f
糊
誘
し
た

h

勢
働
者
側
仁
掛

L
て
旦
ト
ラ
イ
キ
を
行
ふ
べ
き
こ
ど
を
糊
誘
す
る
を
得
古
る
も
の
ご
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
此

知
に
開

L
で
は
行
政
調
査
曾
に
於
て
は
柿
々
の
意
見
が
出
た
ゃ
う
で
あ
っ

τ、
最
色
峰
、
苫
意
見
を
宿
す
る
も
の
は

調
停
手
掛
酬
進
行
中
は
公
往
事
業
仁
つ
い
て
は
岡
胤
能
楽
及
び
作
業
所
閉
鎖
を
祭
止

L
併
せ
て
抱
業
及
ぴ
閉
鎖
の
槻

Il-li' 

論

勢
働
争
議
開
停
法
案
に
就
て

第
二
十
二
巷

(
第
二
競

O 

) 

n 



時

諭

勢
働
争
議
調
停
法
案
に
就
て

第
二
十
ニ
巻

{
第
二
蛾
一

O
ニ)

誘
を
錦
す
-
】
子
炉
』
祭
止
す
ぺ

L
Z
怨
L
、
突
に
強
き
意
見
を
布
す
る
者
は
、

調
停
手
総
進
行
中
は
一
公
盆
事
業
た
る

-
己
否
己
を
問
は
中
、

同
盟
龍
薬
及
び
作
業
所
閉
鎖
の
糊
誘
を
潟
す
こ

Z
を
禁
止
す
べ

L
t
し
た
。

真
に
叉
成
意
見

で
は
調
停
手
続
進
行
中
は
会
盆
事
業
に
行
レ
て
は
係
守
者
た
る
正
一
台
己
を
問
は
中
同
盟
問
問
業
H
A
ぴ
作
業
所
閉
鎖
の

糊
一
競
争
』
骨
川
す
こ
正
を
禁
止
す
べ

L
正
局
し
、
叉
或
意
見
で
は
調
停
手
続
進
行
中
は
る
盆
事
業
に
つ
い

τは
係
領
有

以
外
の
者
が
同
盟
州
開
業
及
び
作
業
所
閉
鎖
的
一
糊
訪
を
錯
す
こ
ご
を
禁
止

τ
ぺ
L
Z
L
化
。
き
う
[
て
此
所
に
い
ム

係
命
者
ご
は
現
質
仁
川
ず
議
を
骨
岬
せ
る
使
川
者
及
ぴ
妙
働
者
な
h
z
す
る
意
見
ご
.
此
等
の
者
以
外
に
ぞ
の
・
肋
す
る

使
用
者
同
捜
メ
は
帥
労
働
者
附
髄
り
役
員
そ
の
他

ω執
務
者
を
も
合
ま
し
む
べ

L
己
の
意
見
が
分
れ
た
芭
の
-
』
古
で

ふ山
V
4
0
0

さ
う
し
て
此
等

ω多
少
づ
、
呉
れ
る
意
見
仁
っ
き
各
々
其
の
理
自
記
す
る
所
の
新
聞
紙
上
に
誌
に
き
れ
た
る
も

の
を
H
吊
れ
い
ば
、
先
つ
最
も
強
U
意
見
£

L
工
上
に
掲
げ
た
る
も
の
却
も
調
停
手
績
の
鍛
縮
小
は
日
常
盆
事
業
に
つ
い

τは
同
胞
龍
業
及
び
行
業
所
附
鋭
を
禁
止
せ
ん
正
す
る
者
の
理
向
ピ
す
る
所
は
ト
宰
議
を
削
停
に
依
て
解
決
せ
ん

三
す
る
は
宇
和
的
手
段
を
以
て
官
引
を
刷
渦
仁
治
め
ん
と
す
る
十
中
盲
目
に
出
づ
る
も
の
で
あ
勺
て
、
彼
山
同
盟
開
開
業
や

作
業
所
閉
鎖
が
他
迄
闘
守
手
段
ご
し
T
行
は
れ
る
の
ご
み
ム
然
そ
の
立
場
を
異
に
し
て
居
る
。
用
者
は
訓
底
両
立
し

難
き
も
の
な
る
に
・
今
H

官
盆
卒
業
じ
つ
い

Iτ
平
和
手
段
に
よ
り
争
議
を
岡
尚
に
解
決
せ

L
め
ん
ざ
欲

L
て
調
停
の

手
紙
を
執
ム
リ
乍
ら
一
方
に
於

τは
同
盟
州
開
業
や
作
業
所
閉
鎖
を
自
由
に
行
は

L
む
る
こ
正
に
放
任
す
る
に
於
て



は
?
ニ
h
H
貰
い
調
停
制
度
を
設
〈
る
趣
旨
じ
戻
る
も
の
正
謂
は
ね
ば
な
ら
品
。
二
交
通
運
輸
事
業
や
通
信
事
業
予

水
道
克
新
屯
試
等

ω供
給
事
業
や
の
如
き
は
枇
曾

ω人
々
の
目
指
生
活
正
最
も
符
比
四
な
関
係
を
有
し
号
の
必
要
紋

向
、
べ
か
ら
F
る
事
業
で
ゐ
る

ω
仁
其
等
の
事
業
が
突
如
ご
し
て
休
止
さ
る
、
は
一
般
園
民
の
生
活
を
脅
か
す
も
の

芭
謂
は
ね
ば
な
ら
泊
。
き
れ
ば
今
此
等

ω事
業
に
於
1
唱
す
議
の
生

ιた
る
際
こ
れ
を
調
停
に
依
て
解
決
せ
ん
ご
す

る
は
右
の
如
き
作
業
休
止
に
依
る
閥
民
一
般

ω迷
惑
を
除
き
枇
曾
生
活

4

ぜ
し
て
平
安
な
ら

L
め
ん
ぜ
す
る
士
山
旨

ι

出
づ
る
も
の
た
る
に
外
な
ら
ぬ
。
古
れ
ば
こ
そ
此
等
の
会
盆
事
業
を
畑
地
h
u
で
特
に
此
等
的
事
業
に
於
け
る
勢
働
争

議
を
調
停
に
依
て
解
決
せ
ん
ご
す
る
も
の
な
れ
。
然
る
に
一
方
に
調
停
の
手
蹟
を
行
ひ
乍
ら
他
方
同
盟
恨
業
や
作

業
所
閉
鎖
を
禁
止
せ

F
る
に
於

τは
、
調
停
制
度
は
甚

rそ
の
主
旨
を
質
か

F
る
も
の
党
る
を
蒐
れ
雄
い
o
三
特

に
餓
道
、
郵
便
、
電
信
、
電
話
等

ω
如
き
官
業
に
よ
る
会
盆
事
業
に
在
っ
て
は
海
算
の
閥
係
上
常
に
必
十
[
も
急

惑
に
勢
働
者

ω要
求
を
容
れ
難
い
場
合
が
あ
る
。
然
る
に
今
此
鮎
に
つ
い
て
努
働
者
正
十
分
な
る
諒
解
を
途
「
れ

ば
守
議
は
園
満
に
解
決
す
る
鬼
込
も
ゐ
る
や
う
な
場
合
に
、
由
党
如
ご
し
て
同
盟
罷
業
を
錯
す
自
由
を
奥
へ
て
躍
〈

に
於
て
は
、
折
角
鴎
満
に
解
決
す
べ
き
も
の
も
解
決
し
得

F
る
ニ
古
、
な
っ
て
調
停
制
度
の
救
果
を
少
な
か
ら
じ

む
る
も
の
ご
せ
な
り
れ
ば
な
ら
泊
。
四
成
程
同
盟
問
問
業
を
錯
す
こ
己
は
勢
一
働
者
的
有
す
る
唯
一
の
有
カ
な
武
岡
市
穴

る
に
相
患
な
け
れ
ど
、
今
調
停
手
縦
の
進
行
中
そ
の
罷
業
を
禁
止
し
た
か
ら
ど
て
、
そ
れ
が
縛
め
に
全
然
そ
の
椴

利
金
探
糊

L
式
絡
を
奪
ふ
こ
正
に
以
な
ら
尚

L
、
又
禁
止
は
使
用
者
側
に
封
し

τも
同
様
に
作
業
所
附
鋭
を
行
品

1I{f 

論

勢
働
争
議
調
停
法
案
に
就
て

第
二
十
二
審

(
第
二
独

一O
三
)

ヒ



時与

論

捗
働
品
世
論
調
停
法
案
に
就
て

第
二
十
二
番

(
A
m

ニ
雄
一

O
四
)

ノk

ぺ
か
ら
す
己
い
ふ
こ
正
に
於

τ行
は
れ
る
次
第
な
れ
ば
、
畑
凋
'
り
勢
働
者
に
封
l
て
献
な
る
も
の
で
は
な
〈
.
葉
間

一公平

ω失
は
れ
る
恐
は
な

ν
己
い
ふ
の
が
大
健
そ
の
理
由
正
す
る
所
の
主
要
貼
で
あ
る
。

次
に
調
停
手
繰
進
行
中
は
一
公
盆
事
業
化
る
こ
否

F
f問
は
す
同
盟
山
開
業
及
び
作
業
作
閉
鎖
の
的
誘
を
禁
止
す
一
へ

し
ご
す
る
意
見
の
理
由
一
ざ
す
る
所
は
、
け
公
持
盟
事
業
た
る
ご
否
t
h
e
問
は
争
、
調
停
手
続
進
行
中
ご
い
へ
Y
」
も
同

盟
龍
業
及
び
作
業
所
閉
鎖
を
禁
守
る
は
不
可
な
り

Z
す
る
も
、
荷
も
調
停
手
総
の
開
始
3
れ
た
る
以
上
は
毛
の
結

叫
捕
を
妨
「
る
行
第
を
禁
中
る
は
制
度
を

L
て
有
品
川

ωも
の
た
ら

L
h
u
べ
き
道
な
れ
ば
、
罷
業
又
は
閉
鎖
を
勅
誘
す

次
仁
会
盆
一
事
業
仁
開
L
τ
は
、
調
停
の
手
総
進
行
中
は
係
守
者
た
る
ピ
杏
子
宮
間
は
宇
、
罷
業
及
び
閉
鎖
を
勅

'，-ú'(cod丸æ，'~ 計.，

る
行
潟
は
之
を
禁
止
す
べ
き
も
の
な
り
ご
い
ふ
に
在
る
。

誘
す
る
こ
ど
を
祭
十
べ
し
ご
す
る
意
見
吉
、
係
争
者
以
外
の
も
の
が
糊
誘
を
潟
す
を
禁
宇
べ

L
Z
す
る
意
見
芭

は
、
公
盆
事
業
な
れ
ば
ご
て
調
停
手
踊
の
進
行
中
嗣
闘
能
業
や
作
業
所
閉
鎖
を
禁
じ
得
べ
き
も
の
で
は
な
い
が
、

然
し
事
会
盆
に
闘
す
る
事
業
な
れ
ば
、
此
等
の
闘
守
手
段
の
濁
す
損
害
を
成
る
べ
〈
附
避
す
る
道
を
講
守
る
こ
ど

は
骨
同
然
ご
し
な
け
れ
ば
な
ら
曲
。
き
れ
ば
楼
業
や
閉
鎖
の
糊
誘
を
な
す
を
禁
十
寸
し
ご
す
る
の
で
あ
る
o

た
い
そ

の
糊
誘
を
禁
中
る
に
つ

V
て
一
方
の
意
見
は
、
罷
業
や
閉
鎖
が
守
議
常
事
者
の
白
後
的
決
意
に
出
で
た
も
の
な
ら

致
方
が
な
ハ
ー
か
ら
、

たい
γ

第
三
者
M
M

之
を
糊
誘
す
る
を
禁
す
る
に
止
む
ぺ

L
Z
L、
他
方
の
意
見
は
荷
も
罷
業
や

閉
鎖
の
行
は
れ
る
に
依
h
生
守
る
E

白
血
棋
の
迷
惑
を
成
る
ぺ
(
回
避
せ
ん
ど
す
る
な
ら
ば
、
守
議
常
事
者
た
る
ご
否



E
を
問
は
A
V
他
人
を
勧
誘
し
て
罷
業
や
閉
鎖
を
行
は
[
め
ん
ピ
す
る
行
婦
は
之
を
禁
止
す
べ
き
も
の
な
り
ピ
縛

L
-
雨
者
が
相
岐
れ
て
来
る
の
で
ゐ
る
。
古
う
し

τ向
係
守
者
の
範
凶
に
つ
い
て
は
之
を
康
イ
解
せ
ん
ご
す
意
見

ご
狭
(
解
せ
ん
正
す
る
意
見
ご
が
分
れ
、

一
方
は
た
ャ
現
貨
の
守
議
官
事
者
以
外
の
者
は
荷
も
糊
誘
を
柏
崎
す
を
許

さ
る
べ
き
も
の
に
ゐ
ら
守
ご
見
・
他
方
は
努
働
組
合
の
認
め
ら
る
、
限
h
，
叉
使
用
者
闘
髄
の
認
め
ら
る
、
限
h
，、

そ
の
捌
縄
本
来
の
性
質
及
び
任
務
よ
り
見
る
も
‘
其
の
役
員
立
(
他
日
執
務
者
が
槌
業
や
閉
鎖
的
糊
誘
を
潟
す
は
品
川

静
ら
る
べ
き
答
の
も
の
に
あ
ら
十
、
彼
等
が
之
を
錫
す
は
そ
の
任
務
を
識
す
も
の
た
る
に
外
な
ら
や
'
E
見
ん
ざ
す

る
の
で
あ
る
。

以
上
積
々
な
る
意
見
内
中
調
停
扶
案

Z
L
て
一
市
古
れ
た
る
所
凶
も
の
、
採
れ
る
所
は
、
成
毛
ぺ
〈
労
働
者
の
罷

業
ご
使
用
岩
り
作
業
所
間
釦
ピ

ω自
由
を
獲
し
ほ
か
ん
ご
す
る
十
旨
に
よ
れ

d

、
たい
Y

R

公
盆
事
業
に
限
h
J
、
調
停
手

山
耐
の
進
行
中
国
間
業
や
閉
鎖
の
糊
誘
を
有
す
を
得
5
る
も
の
芭
す
る
意
見
で
あ
る
。
然
hr-
も
そ

ω一
糊
誘
を
禁
止
古
る

、
者
的
範
囲
に
つ
い
て
は
係
争
者
の
意
義
守
狭
〈
解
し
て
現
に
守
議
に
闘
係
な
き
者
は
勧
誘
を
錫
す
を
得
中
ご
す

る
意
見
合
採
用
し
た
の
で
め
る
。

四

「

勿

τ今
此
等

ω意
見
に
就

ν
て
考
へ
て
見
ゐ
仁
、
先
づ
公
徒
事
業
に
在
つ
て
は
調
』
停
手
績
の
進
行
中
は
罷
業
及

同年

(
第
二
駿
一

O
五
)

JL 

捗
働
却
す
論
調
停
訟
案
に
就
て

第
二
十
三
巻

耐



時

誼

凪
軍
働
評
議
制
停
法
案
に
就
て

第
二
十
二
番

( 

第

揖

一O
肯
}

O 

ぴ
閉
鎖
を
禁
止
す
ぺ

L
Z
す
る
意
見
は
、
調
停

ω制
度
を
制
度
記
し
て
致
果
多
き
も
の
だ
ら
し
め
ん
ご
す
る
考
炉

ら
出
て
居
る
の
で
ゐ
っ
て
、
共
の
拙
か
ら
見
れ
ば
一
服
尤
な
議
論
の
や
う
に
見
へ
る
り
れ
ど
も
、
元
来
祭
働
者
に

取
っ
て
は
、
罷
業
を
行
ふ
古
い
ふ
よ
ご
は
、
叫
労
働
上
に
於
け
る
其
の
要
求
を
貫
徹
せ
ん
が
簿

ω手
段
ご
し

τは
最

も
有
殺
な
る
手
段
で
ゐ
hJ
、
使
用
者
側
に
謝
し

τ用
ゆ
〈
き
武
拶

c
し
て
は
殆
ん

E
唯
一
の
有
力
な
武
器
で
あ
る

か
ら
、

た
Z
へ
調
停
手
縦
山
り
繊
鋭
中
に
限
っ
た
こ
ピ
で
は
あ
る
に
し
て
も
、
よ
し
一
時
的
た

b
ご
も
其
の
権
利
行

使
が
妨
げ
ら
れ
、
そ
の
武
探
を
周
ゐ
得
53
る
も

ωご
せ
ら
れ
る
に
於
て
は
、
ぞ
れ
は
労
働
者
仁
取
っ
て
は
甚
大

ω

苦
痛
た
り
叉
損
失
た
ら

F
る
を
得
な
い
o

殊
に
は
館
業
を
行
ふ
に
は
莱
中
イ
き
最
も
都
合
的
よ
い
時
機
が
あ
っ

て
、
共
の
機
曾
を
渇
す
る
に
於
て
は
罷
業
は
結
局
賞
行
L
得
べ
か
ら

g
る
ニ
ピ
、
な
っ
た

-t
叉
行
っ
て
も
放
旧
事

の
薄
い
も
の
ど
な
ら

g
る
を
得

g
る
恐
が
少
〈
な
い
。
然
か
も
調
停
の
手
続
の
縦
続
す
る
時
期
の
如
き
は
悟
業
を

行
ふ
ぺ
き
た
め
の
昨
機
乙
し
て
は
甚
だ
大
切
な
時
期
た
る
場
合
が
少
〈
な
い
の
ど
か
ら
)
共
の
期
間
山
間
業

ω祭
止

せ
ら
れ
る
一
】

Z
は
、
勢
働
者
正
し
て
は
最
も
首
焔
ご
す
る
所
で
、
新

f
て
は
事
件
が
調
停
に
附
せ
ら
れ
作
Nth-
ふ

こ
ど
だ
け
で
共
山
一
帯
貨
が
巳
に
大
ハ
ー
に
労
働
者
に
不
使
ご
不
利
ご
を
拠
へ
、

元
来
一
公
平
な
る
?
吉
一
調
停
を

L
て
勢

働
者
に
不
公
平
な
る
銅
山
習
を
典
ふ
る
ニ
ご
、
な
る
を
も
見
乱
雑
い
。

此

ω事
情
は
事
業
的
性
質
の
如
何
に
よ

J

て
遜
る
べ
き
性
質
的
も
凶
で
は
な
い
炉
ら
・

た
ご
へ
日
常
盆
に
閥
係
b

る
事
業
な
れ
ば
ご

τ四
開
業
十
一
禁
止
す
べ
き
に
ゐ
ら
宇
・
之
を
禁
止
す
る
に
於
て
は
此
械
の
事
業
に
従
事
す
る
勢
働



者
は
事
賞
上
は
絶
業
権
に
大
い
な
る
制
限
を
加
へ
ら
れ
る
、
ニ
ぜ
な
ら

F
る
を
得
な
い
。
特
に
法
案
の
採
れ
る
が

如
〈
制
停
を
常
事
者
り
一
方
的
み
の
請
求
に
よ
り
又
は
行
政
宵
鳳

ω
必
製
ご
認
h
u
る
に
依
'
り
て
梢
々
強
制
的
に
開

設
す
る
も
の
正
潟
す
に
於
て
は
、
労
働
者
は
使
用
者
側
的
請
求
や
官
鹿

ω見
込
に
よ
っ
て
争
議
令
調
停
に
附
せ
ら

れ
然
か
も
其
附
叫
同
業
を
鋳
止
品
れ
て
戦
略
り
鼻
を
披
か
れ
、
叉
北
(
附
結
束
を
切
崩
さ
μ
h
i
h，、

苫
な
イ
も
少
〈
古

も
熱
を
3
ま
き
れ
て
、
夜
接
附
接
に
大
い
な
る
不
利
己
不
似
ピ
を
械
4
5
る
ιr得

a
さ
る
こ
己
、
な
る
。

尤
も
問
問
業
的
禁
止
は
仙
方
使
用
品
相
側
に
掛

L
て
作
業
所
閉
鎖
的
禁
止
せ
ら
れ
る
・
』
正
に
依

τ卒
均
せ
ら
れ
る
や

う
で
、
獅
b
M宵
働
者
り
み
が
逃
感
す
る
の
で
は
な
い
や
う
に
も
見
へ
る
け
れ
H

え
そ
れ
は
た
い
Y

紙
上
の
ぬ
卒
論
た

る
に
過
ぎ
な
い
。
質
際
に
於
て
は
企
業
家
側
的
作
業
所
閉
鎖
ピ
勢
働
者
側
内
同
盟
胤
開
業
ご
は
、
勢
働
に
闘
す
る
闘

唱
す
武
器
正
し
て
は
日
を
岡
う
し
て
語
る
べ
か
ら

5
る
も
の
あ
り
、
特
に
之
を
行
ふ
に
つ

ντ
の
時
機
等
に
闘
し
て

は
、
品
偶
者
は
遥
か
に
彼
戚
に
利
害
附
係
セ
戚
中
る
性
質
的
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、
雨
者
が
同
様
に
品
世
同
化
さ
れ
た
か
ら

ご

τ.
英

ω結
川
市
は
決
し
て
日
常
M
T
な
る
を
待
ず
、
局
に
勢
働
者
的
被
る
不
利
(
曲
は
迄
か
に
多
大
で
ゐ
る
。

前
又
岨
同
議
及
閉
鎖
り
禁
止
を
行
ふ
べ
し
ご
す
る
主
張
は
、
通
信
運
輸
業
や
水
道
元
締
電
気
等
り
供
給
事
業
や
の

如
き
は
東
接
に
公
衆
生
活
ご
胸
係
含
有
す
る
公
盆
的
事
業
な
る
が
故
に
‘
市
民

ω
生
活
を
安
定
せ
し
h

り
る
意
味
h
r

ら
も
調
停
手
総
進
行
中
は
同
開
業
H
A
閉
鎖

ω禁
止
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
す
る

ωピ
が
、

そ
れ
は
此
日
刊
の
事
業
に

於
て
は
全
然
桜
業
や
閉
鎖
を
鋳
す
を
得
べ
か
ら
A
Y
ご
t
る
も
の
な
ら
ば
兎
も
角
(
賞
際
そ
ん
な
禁
止
の
出
来
る
も

"年

勢
働
争
議
制
伴
法
案
に
就
て

第
二
十
二
巻

(
第
二
税
一

O
'
t
)

一

論

畑山内が円，'，'-~.日、移』



ωで
は
な
い
が
)
荷
も
此
等
の
事
業
に
従
高
す
る
者
、
己
雌
も
陪
業
や
閉
鎖
を
潟
1
得
る
も
の
た
る
か
ら
じ
は
、

n!i: 

論

勢
働
争
議
開
停
法
案
に
就
て

第
一
一
イ
ニ
谷

(
第
二
毅
一

O
八
)

1~ 

いY
調
停
手
鎖
の
進
行
中
だ
け
之
を
禁
止
し
た
か
ら
ピ
て

ぞ
れ
に
依
て
著
し
〈
日
公
衆
生
活

ω
安
定
が
得
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
。

そ
の
安
定
は
多
〈
得
ら
れ
な
い
に
拘
ら
十
前
述

ω如
〈
之
が
柏
崎
的
に
券
働
者
の
被
る
迷
惑
は
多
大

に
hv
公
衆
の
利
便
に
け
を
見
工
労
働
者

ω逃
惑
は
之
を
犠
牲
に
し
て
も
よ
い

Z
ν
ム
わ
け
に
は
行

な
h
J
Z
せ
ば
、

か
な
い
。
一
克
来
現
附
り
能
楽
の
如
き
は
そ

ω進
歩
ぜ
る
も
の
は
突
如
ご
し
1
無
警
告
に
行
は
れ
る
も
の
で
は
な

l
j
j
F
l
E
E
i
目ム
n
tら

〈
、
大
悦
は
一
定

ω替
告
期
間
を
能
h
v

て
強
め
日
時
を
期
し
て
其

ω
定
め
ら
れ
穴
る
同
知
よ
り
帯
主
ド

H
4タ

J
L

れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

し
て
は
棺
業
に
濁
す
る
耐
曾
の
同
怖
の
有
無
を
気
遣
ふ
ニ
芭
に
於

τは
通
信
連
総
業
の
如
き
に
従
事
す
る
者
は
最

一
般
公
朱
は
英
期
間
内
に
応
急
集
を
講
じ
得
べ
き
も
の
で
ゐ
品
。

ぞ
れ
に
叉
勢
働
者
C
』

も
敏
戚
な
の
で
あ
っ

τ.
然
も
亦
脱
帽
業
り
成
否
が
枇
曾
一
般

ω之
に
謝
す
る
同
情

ω有
紘
一
体
担
問
に
依
て
別
れ
る
所

も
多
大
な
・
究
第
な
れ
ば

た
己
へ
間
四
業
内
白
山
が
立
(
依
に
残
し
置
か
れ
た
れ
ば
ご
て
、

制
限
り
に
会
安
を
奈
る
や
う

E
E
p
e
E挺
J
7は
れ
る
も
の
に
あ
ら

5
る
は
‘

な
安
調
J
μ

古
書
6

4

附
坊
さ
所
で
ゐ
る
。
何
わ
い
に
し
て
も
罷
業
が
叫
す
働
者
の
徳
利

で
あ
h
又
唯
一
の
有
力
な
る
武
器
で
あ
る
か
ら
に
は
、

たい
Y

事
業
が
れ
官
後
に
閲
係
ゐ
り
ご
い
ふ
に
け

ω
理
由
で
以

τ罷
業
の
自
由
を
臨
時
ふ
べ
き
も
の
で
は
な

ν。
現
今

ω
如
く
経
済
界
が
有
機
的
に
造
り
上
げ
ら
れ
た
る
一
耽
曾
経
務

の
時
代
に
在
っ

τは
、
何
れ

ω
産
業
ご
い
ヘ
ー
に
も
枇
舎
一
般
の
利
害
に
開
係
せ
ゴ
る
は
な
〈
、
日
公
盆
的
事
業
ご

ν

ふ
こ
芭
も
中
々
一
概
に
定
的
難
き
事
怖
が
あ
る
。
会
徒
事
業
ご

ν
へ
ば
何
れ
も
会
盆
事
業
で
あ
り
利
盆
事
業
ご
い



事
業
の
み
に
う
い
て
、
其

ω従
業
者
に
罷
業
を
禁
止
せ
ん
ご
す
る
が
如
ヨ
は
、

た
ぜ
へ
之
が
調
停
手
絹
進
行
中
だ

引
ば
大
抵
皆
利
盆
事
業
ピ
い
へ
る
や
う
な
布
品
川
な
の
・
に
か
ら
、
特
に
通
信
運
輸
事
業
や
水
道
瓦
斯
電
気
等
の
供
給

け
の
こ
正
化

h
芭
も
、
決
し
て
共
的
勢
働
者
に
謝
し
て
親
切
な
る
態
度
d
は
調
ひ
難
い
。

す
べ
て
期
〈
の
如
〈
な
る
が
故
仁
罷
業
や
閉
鎖
を
禁
止
せ
ん
こ
芭
は
、

た
ピ
へ
そ
が
公
盆
事
業
及
軍
事
関
係
事

業
に
限
ら
る
、
正
も
、
叉
調
停
子
組
遁
行
中
に
限
ら
る
、
ご
も
・
現
時
の
嶋
労
働
運
動
的
理
論
ど
賞
際
の
必
要
よ
b

い
へ
ば
、
安
世
闘
の
こ
正
、
は
謂
ひ
得
ら
れ
な

γ
の
で
品
る
。
従
て
次
に
能
業
や
閉
鎖
を
糊
誘
す
る
こ
ど
を
禁
止
せ

ん
ご
す
る
武
見
も
、
同
一
慌
の
却
山
に
依
っ
て
妥
嘗
な
る
意
見
ピ
謂
ひ
雑
い
の
で
あ
る
。

次
に
調
停
手
総
の
港
行
巾
は
公
後
事
業
た
る
古
川
総
ら
ぎ
る
z
e
f
問
は
中
一
般
的
仁
静
業
及
閉
鎖
の
勤
誘
を
然
す

一
』
ご
を
崎
市
止
せ
ん
正
す
る
の
意
見
は
、

ロ
ャ
調
停
凶
賞
ιfL
由
市
げ
る
ご
い
ふ
こ
己
の
み
を
考
へ
て
労
働
者
の
権
利
を

顧
み
る
を
luω

れ
た
る
議
論
で
ゐ
b
、
又
見
伐
に
よ
っ
て
は
ぜ
も
が
〈
も
棺
業
の
如
き
を
行
は

F
ら
L
め
ん
己

L
、

労
働
者
を
し

τ英
的
機
品
目
を
逸
せ

L
め
ん
ざ
す
る
資
本
家
的
の
議
論
た
る
識
を
耳
目
れ
難
い
。
法
案
に
掲
げ
ら
れ
た

る
稲
類
の
公
益
諭
業
に
ゐ
ら

g'Q
普
通
の
傍
利
事
業
仁
於
壬
は
、
守
議

er調
停
に
附
す
る
こ
ご
か
ら
が
巳
に
営
事

者
双
方
の
請
求
が
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
正
せ
ら
れ
る
位
で
め
っ
て
、
之
を
強
制
的
に
調
停
委
員
曾
の
調
停
に
か
り
る

ニ
ご
を
し
な
い
も
の

E
L
て
法
案
も
定
め
て
居
る
は
主
で
あ
る
か
ら
、

た
ピ
へ
調
停
手
績
が
総
鎖
中
な
れ
ば
ご

て
、
罷
業
や
閉
鎖
の
糊
誘
を
禁
止
す
〈
草
理
由
は
毛
頭
無
い
1
0

論
者
戒
は
，
ぞ
れ
は
間
開
業
や
閉
鎖
の
禁
止
で
は
な
(

持品

論

勢
働
争
議
調
停
法
案
に
就
で

錯
ニ
十
二
審

(
弟
二
披
一

o
h
)



闘争

諭

勢
働
争
論
調
停
訟
案
に
就
て

第
二
イ
二
笹

(
第
二
鶴
一
一

O
)

= 

四

て
糊
一
務

ω禁
止
に
か
ら
差
支
な
い
で
は
な
い
ー
か
ご
い
I

ふ
で
あ
ら
う
が
、
普
通
の
営
利
事
業
に
つ
い
て
、

た
芭
へ
調

停
手
続

ω線
総
中
な

h
t
も
食
事
者
双
方
山
合
意
あ
る
に
あ
ら
守
し
て
、
罷
業
や
閉
鎖
の
禁
止
を
一
行
ひ
符
ぺ
き
も

ωに
あ
ら
戸
る
は
、
荷
も
労
働
法
規
上
の
議
論
ご
し
て
は
言
を
侠
た
グ
る
所
で
あ
っ
て
、

ぞ
れ
は
議
論
に
は
な
り

比
守
司
会
、

.
o

'
匁
』
-

i

f

f

、

古
う
し
て
能
楽
や
閉
鎖
の
糊
誘
ピ
い
ふ
噂
』
ピ
は
此
等

ω、
』
芭
特
に
罷
業
が
多
数
者
の
幽
結
に
よ
っ
て
の

み
行
は
れ
得
る
も
の
で
、
労
働
組
合
が
最
も
中
央
集
権
的
に
出
来
上
っ
て
居
る
も
の
以
外
に
在
つ

τは
、
糊
誘
な

(
し
て
は
其
の
到
現
は
考
へ
得
ら
れ
な
い
ほ

E
の
こ
ピ
で
あ
る
か
ら
仁
は
、
そ
の
糊
誘
の
禁
止
さ
る
、
こ
正
は
能

業
そ
の
も
の
、
祭
止
古
れ
る
己
資
際
的
に
は
殆
ん
ど
異
な
ら
ゲ
る
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
従

τ肌
開
業
そ
の

も

ω
、
禁
止
の
行
ふ
べ
か
ら
ぎ
る
も
の
な
る
限
り
、
之
が
糊
誘
の
禁
止
も
行
は
る
ぺ
き
筈
の
も
の
で
な

u
o

右
ニ
様
的
意
見
に
つ
い
て
英
謀
れ
る
を
述
べ
た
る
さ
同
じ
理
由
に
よ

h
、
次
仁
調
停
手
鮒
進
行
中
一
公
盆
事
業
に

就
い
て
同
盟
械
業
及
び
作
業
場
開
制
酬
の
糊
誘
を
禁
』
J
9
べ
[
正
の
意
見
も
、
不
嘗

ω意
見
た
ら

F
る
を
得
な
い
c

た
ど
へ
公
盆
事
業
た
ち
ぜ
も
能
業
や
閉
鎖
的
禁
止
め
行
は
る
べ
き
も
の
に
ゐ
ら
ゲ
る
限
bJ
、
そ
の
糊
誘
を
偽
す
w

』

正
の
一
般
的
に
禁
止
せ
-h
る
吋
き
も
の
に
ゐ
ら

F
る
は
、
特
に
罷
業
に
つ
い
て
は
糊
誘
に
依
て
市
め
て
健
業

ω成

h
立
も
得
る
性
質
よ
L

リ
才
を
み
て
常
然
り
こ
吉
、
レ
ふ
べ
き
で
あ
る
o

況
ん
や
勢
働
組
合
が
公
認
せ
ら
れ
ん
さ
す

る
時
代
仁
ゐ
っ
て
、
英
的
組
合
が
組
合
ピ
し
て
の
意
義
を
費
揮
し
任
務
を
議
し
数
呆
を
由
草
げ
ん
錫
め
に
は
、

カミ、

る
一
般
的
な
る
糊
誘

ω禁
止
の
行
は
る
、
こ
己
は
、
帥
労
働
組
合
主
義
に
反
す
る
も
の
で
あ
う
て
、
者
し
か
、
る
禁



止
が
行
は
る
h
H

ば
、
勢
働
組
合
は
折
角
存
立
し
て
居
て
も
、
ま
Z
か
の
時
に
物
の
用
を
怨
古
い
る
戦
闘
力
の
向
調
い

品
四
飽
の
滞
い
も
の
E
な
っ
て
し
ま
う
外
は
な
い
ー
の
で
あ
る
。

を
禁
中
吋

L
E
の
意
見
は
・

そ
の
賞
事
者
の
意
義
脅
庚
〈
解
す
る
ピ
狭

f
解
す
る
ピ
に
よ
・
9
、
拙
労
働
組
合
主
義
士

最
後
に
調
停
手
続
の
締
結
中
は
一
公
盆
事
業
に
つ
い
て
は
唱
す
議
の
賞
事
者
以
外
の
者
が
協
業
や
閉
鎖
金
納
誘
す
る

承
認
L
そ
の
殺
川
端
を
後
山
押
せ
し
h
u
る
こ
正
、
な
る
と
否
さ
り
岐
る
、
所
ご
な
る
究
仕
掛
だ
が
、

之
亦
何

μ
に
し

τも

徹
底
せ
る
意
見
た
る
を
得
な
い

vω
で
ゐ
品
。
郎
ち
係
争
営
事
者
の
意
味
を
狭
〈
解
し
て
其
の
以
外
的
者
が
棺
業
や

閉
鎖
を
糊
誘
す
る
こ
正
、
な
れ
ば
、
常
事
者
に
め
ら

F
る
限
b
峠
労
働
組
合
の
役
員
や
其
他

ω執
務
者
の
如
き
も
そ

の
州
側
誘
を
骨
岬
し
得
F
る
こ
正
、
な
っ
て
、
勢
働
組
合
は
や
は
h
有
越
の
如
〈
甚
だ
カ
な
き
も
の
ど
な
b
・
此
の
意

鬼
も
亦
共
の
結
果
に
於
て
は
布
に
掲
げ
た
る
意
鬼
の
如
〈
一
般
的
に
棺
業
や
閉
鎖
の
湖
誘
を
禁
止
す
ぺ
し
ご
持
す

も
の
ご
多

f
越
ば

F
る
こ
芝
、
な
る
o

き
う
し
て
係
争
賞
事
者

ω意
義
を
腐

f
解
す
る
側

ω意
見
に
於

τは
、
崎
骨

働
組
合

ω役
員
其
他
り
執
務
者
は
糊
誘
を
怨
す
を
許
さ
れ
る
こ
古
に
な
る
炉
ら
、
事
情
は
右
に
比
蚊
L
て
や
、
緩

和
吉
れ
勢
働
組
合
主
義
は
大
分
多

f
承
認
せ
ら
れ
勢
働
組
合
の
働
も
大
分
多
f
表
は
れ
得
る
こ
古
、
な
る
o

併
し

乍
ら
此
り
意
見
の
如

f
L
t
も
、
勢
働
組
合
員
が
総
観
的
に
摺
業

ω勤
誘
援
助
を
錯
す
こ
ど
は
許
3
れ
両
か
ら
、

たい
V

勢
働
組
合
主
義
は
部
分
的
に
承
秘
せ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
で
、
十
分
徹
底
的
に
勢
働
組
合
主
義
的
数
川
市
を
品
目

E年

論

勢
働
争
議
調
停
法
案
に
就
て

都
二
十
二
位
官

(
第
二
銃
一
一
一
』

= 

王

「一

揮
せ
し
む
る
所
以
ご
は
な
の
得
な
い
。
古
れ
ば
此
の
二
後
の
見
地
は
其
附
多
少
凶
相
違
こ
そ
あ
れ
、
勢
働
蓮
動
の



時

i脊

岨
百
働
争
議
開
停
法
案
に
就
て

第
二
十
二
審

円
第
二
親

-，、

立
場
か
ら
い
へ
ば
や
は
り
不
徹
底
を
強
ゆ
る
も

ω
で、

何
れ
に
1
て
も
拙
労
働
者
に
取
っ
て
双
手
を
皐
げ
て
歓
迎
す

べ
き
も
の
で
は
あ
り
得
な
レ
。

五

総
て
上
仁
論
争
る
が
如
〈
な
る
を
以

τ、
調
停
手
続
縦
一
績
中
に
、
如
何
な
る
税
度
に
於
て
V

も
勢
働
運
動
に

t

Lτ
制
限
を
加
ふ
る
-
』
正
、
錯
す
ぺ
し
ご
す
る
見
地
は
、
労
働
者
山
喜
び
得
5
る
所
で
あ
っ
て
、
我
が
崎
労
働
時
事
議

謝
停
法
案
が
、
上
に
掲
げ
た
意
見
中
直
接
な
る
係
争
常
事
者
以
外
の
者
は
、
同
脱
抽
出
薬
及
び
作
業
場
閉
鎖
の
糊
誘

を
縛
す
こ
ご
を
得

F
る
も
の
ぜ
定
め
て
居
る
こ
ご
も
、
之
を
勢
働
者
の
側

d
b
い
へ
ば
、
甚
だ
好
ま

L
か
ら
3
る

規
定
た
ら

F
る

を

得

な

い

の

で

あ

る

。

、

ふ

労
働
者
の
側
か
ら
い
へ
ば
、
た
ピ
へ
調
停
手
総
進
行
中
な
h

Z
も
罷
業
の
決
行
及
び
其
の
糊
誘
に
つ
い
て
は
何

等
の
制
限
の
加
へ
ら
品
、
こ

E
な
〈
、
全
然
そ
の
自
由
が
保
た
れ
る
を
希
却
す
る
の
で
ゐ
っ
て
、
然
か
も
そ
の

i

些
は
決
し

τ無
理
な
希
却
で
も
な
け
れ
ば
、
我
山
醐
勝
手
で
も
な
い
。
貨
に
現
時
的
労
働
運
動
上
時
同
然
に
要
求

L
得

べ
き
所
の
も
の
で
め
っ
て
.
能
楽
維
の
権
利
ご
し
じ
仙
骨
董
は
之
に
依

τの
み
質
現
き
引
得
る
o

此
凶
十
自
由
が
巷
d

る
れ
ば
、
た
ご
ヘ
軍
一
識
は
司
祭
事
業
及
軍
事
関
係
事
業
仁
闘
し
て
は
勢
働
者
側
的
意
m亡
し
よ

る
こ
さ
な
〈
し
て
、
調
停
仁
附
せ
ら
れ
、
そ

ω意
味
し
於

τ強
制
訓
停
が
行
は
れ
る
こ
ど
じ
な
っ
て
も
・
資
質
的

に
之
が
潟
に
労
働
者
の
縦
一
利
が
侵
害
さ
れ
型
禁
傷
げ
ら
る
、
こ
己
は
な
レ
。
然
る
仁
守
訟
は
強
制
的
仁
調
停
に

附
せ
ら
れ
、
然
か
も
そ
の
調
停
手
紙
進
行
中
は
係
争
蛍
事
者
以
外
の
者
の
間
開
業
及
閉
鎖
糊
誘
が
禁
骨
ら
る
、
よ
ご



じ
な
る
に
於
て
は
、
之
が
怨
め
に
労
働
者
は
少
か
ら
宇
棺
業
の
勢
を
挫
か
れ
、
共
の
時
期
を
遜
ら
さ
る
、
恐
あ

り
、
そ
の
結
束
的
整
ひ
難
き
こ
言
、
な
・
9
叉
そ
の
戦
闘
カ

ω鈍
ら
苫
れ
る
こ

f
、
な
る
結
果
に
陥
る
こ
芭
あ
る
ぺ

き
を
見
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。
た
正
へ
そ
の
禁
止
が
使
用
者
三
労
働
者
芭
双
方
に
同
慌
に
行
は
れ
る
に

L
て
も
、

迷
感
を
被
る
は
主
ご
し
て
崎
労
働
者
側
代
ら
ぎ
る
を
得
な

ν
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
が
勢
働
組
合
運
動
を
賞
質
的

に
傷
害
し
そ
の
後
迭
を
妨
「
る
所
り
大
な
る
べ
き
は
言
ム
迄
も
な
い
。

こ
の
御
方
的
づ
ら
之
を
い
へ
ば
帥
労
働
争
議
調
停
法
案
が
或
意
味
に
於
て
調
停
を
強
制
す
る
ピ
同
時
に
糊
誘
を
戎
程

度
に
於

τ禁
止
し
た
る
こ
芭
は
、
勢
働
運
動
の
斜
め
に
は
好
ま
し
か
ら

F
る
も
の
な
ら
・
5
る
を
得
な
い
。
之
に
卦

L
て
労
働
者
側

ω反
封
ゐ
る
は
、
常
然

ω
こ
己
、
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
者
仁
会
盆
事
業
及
軍
事
関
係
事
業
に

闘
し
T
は
訓
停
委
員
げ
は
行
政
行
磁

ω之
を
必
要
ご
す
る
場
合
に
は
之
を
開
設
す
る
-
〕
の
止
h
u
を
符

g
る
も
の
あ

り
己
す
る
態
度
を
採
る
に

L
て
も
、
調
停
手
約
誕
行
中
山
第
例
運
動
に
闘
す
る
自
由
に
何
等
の
制
限
を
加
ふ
る
ζ

ご
に

L
な
い
な
ら
は
、
崎
労
働
者
己
し

τの
反
謝
は
多
少
緩
和
す
る
こ
古
に
な
る
で
あ
ら
う
。
併
1
更
に
進
む
で
調

停
心
す
べ
て
骨
回
出
者
双
方
叫
請
求
に
依
て
の
み
行
は
る
べ
き
も

ωピ
し
、
全
然
之
を
強
制
L
な
い
こ
ど
に
な
る
な

ら
ば
、
労
働
者
と
し
て
も
之
に
反
封
す
ぺ
き
川
出
は
な
〈
な
っ
て
し
ま
う
わ
付
で
あ
る
。
併
l
訓
停
法
案
を
立
案

す
る
に
宝
っ
た
王
甘
正
目
的
ご
は
か
、
る
任
芯
を
行
は
ん
正
す
る
に
ゐ
ら
す
、
乱
立
唯
一
耕
業
M
A
軍
胡
附
係
事
業
に
闘

し

τは
強
制
制
停
り
泌
を
聞
が
ん
正
す
る
に
存
し
た
る
べ
き
は
想
像
し
易
き
所
で
め
る
。

冊年

論

野
働
時
V
J
調
停
法
案
に
就
て

第
二
十
二
審

{
外
ニ
腕
-
一
=
一
)

k 

備
は
労
働
宇
品
調
停
法
案
じ
就

τは
、
調
停
委
員
曾
叫
組
織
方
法
共
他
に
つ
い
て
論
究
官
べ
き
幾
多
の
重
要
駄

が
ゐ
る
が
、
法
に
は
之
を
論
じ
な
い
。
機
白
H
ゐ
ら
ば
又
所
見
を
陳
ぺ
る
で
ゐ
ら
う
。
(
一
五
、
二
ニ
更
}


